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である。肺病集が臨鉢的に完全に治癒 しない中に

人工氣胸術 を慶絶することは、後に結核性適程に

於ける肋膜への韓移の可能性の大琶いことが考え

られ・避けるべきである。余の症例に於て、前同

の人工氣胸術慶絶後滲出性肋膜炎に罹患 したこと

のない もので再施行不可能な もの5例 が総て8ケ e

月以内の短期間に施術 を腹維 したものであり、滲

歯性肋膜炎に罹患 嵌 こ乏のあるもの13例 が大

多数が人工氣胸術腹絹後数ク昼で滲出性肋膜炎を
ク ゆ

嚢病していることは、 この黙に關 し多少の意味が

むろうと思 う。人工氣胸衛症例370例 中60例

(16・2%)に 人工氣胸滲出液が認められ、その稜生

時期は・人工氣胸術開始後3ク 月以丙に概ね4分

の 異(26・7%)・6ク 月以内に過孚歎(58.3%)、1年

以内に大多籔(86・7%)、10ケ 月を越えると頗る

稀である。この事實から、人工氣胸徳開始後1年

以内は・滲出液が畿生すると否とに拘 らす、肋膜

の炎症が起 り易い時期であると想顔 され、捷つて

この期間は・施術の操作に特に愼重 を期する必要

があうと共に・施循 を贋絶 して肺の再嬢張を許す

ことは不利であると考える。

欄筆するに臨み御懇篤なる御指導と御校閲とを賜り

たる恩師坂口名轡激授、沖中教授及び北本助教授に封

して謹しみて深甚なる感謝の恵を表し、國立東京療墾
顧

所便砂原博士に深謝する◇
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肋膜炎の休養期間に關すろ臨牀統計的研究

東京大學醫學部沖中内科教室

田 中 哲 夫
臨(本 論文 の婁 旨は昭和24年 第24同 日本 結核病 塾會総 會に獲表 した)

輪 ・'・
.・

第壌 紅 言 潔 瓢 総 轍 瀧塑憲聯 を
病理解剖學の示すととろによれば、剖槍屍のの 肋膜炎の直接豫後に關する統計的報告は頗る多

過孚激に於て、曾て肋膜炎に罹患 した痕跡を認め く・枚畢に連がないが、それ等によれば、肋膜炎

ると言われる・父・麟 的に・Rδatge駐槍査によ の治療輕快率は概ね"65乃 至95%でthb、 又合

つて・肋膜炎の痕跡 を認めるにも拘 らす・患者が 併症の ない限 り肋膜炎が死因となることぱ甚だ稀

既往にこれ を経過 した ことを全 ぐ自発 しないとい であつて・その死亡率は概ね1乃 至9%に 過ぎす

ち 場合が屡 々見 られる。これ等め事實は、肋膜炎 こめ結果は肋膜炎の直接豫後が、事實、極めて良

㌧ 嘉
一__16_e
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な ブ

好であることを示している。 の、づ從つて、滲幽液の瀦溜が何等かの方法によつ

然 しなが ら、他方、肺結核患者の既往を問診し て誰明された もののみを選んだ。問診のみに頼つ

てその前史申に肋膜炎を有するものを見繊すこと た揚合にほ、特に、細心の注意を佛つ て 槍 討 し

は、臨林上、屡々経験するところである。この鮎 た。又、後獲肺結核の獲病時期に關 して も、あらゆ

に闘する統計的報告 も、亦、極めて多いが、それ.る 手段 を講 じて、鵡來得る限 り正確を期した。伺

等によれは、肺結楓患者中既往に肋膜炎 を経過し 肋膜炎と後叢肺結核との聞に他の結核性疾患ギ例

た ことを患者の自訴によつて知 り得た もの〃ま概ね えぱ腹膜炎、脊推カ リエス、腎臓結核、性器結核

6乃 至66%で あり、これに患者が知らすに経過 等に罹患 した もの及び肋膜炎の再畿を見たものは

した ものを加えると相當の藪に上ることになる。 症例 も少いしら叉、因子が複雑になるか ら、この　
更に、病理學者の報告によれば、肺結核 憲者の殆 統計か ら侵省いた.㌧

んど全例に於て肋膜炎の痕跡を認めるという◎ こ か くの如 くに して、余の得た猛鋼は103例 で、

の事實は肋膜炎がその病後に於て肺結核 を爽病す 一 その中、肋膜炎の療養中そのま 壊肺結核に移行 し

る場合が如何に多いかを示している。 た もの36例(333%)、 肋膜炎が一旦治癒輕快し・

肋膜炎の逡隔豫後に關する統計的報告 も・亦・ 丁仕事に從奮 した後肺結核を獲病したもの72例

枚墾に邊がないが、それ等によれば、肋膜炎の遠(66.7%)で ある。街、前者の中16例(44.4%)、

隔豫後は直接豫後に比 して著 しく不良であ り、そ 後者の中16例(22.2%)は ツ・セルク リン反鷹陽性

の間の開きは肋膜炎後に起る結核性疾患就巾肺結 縛化後の肋膜炎焚病なるこ乏の實詮が判明 してい

核に基す くものであつて、肋膜炎後肺結核の畿病 る。 ㌦ 鷲 輸

する頻度は概ね22乃 至54%肺 結核による死亡 第1飾 嵐肋膜炎の療養中そのまま肺結核

率は概ね7乃 杢32%で ある。か くの如 く、直接 に移行 した ものに就て

豫後に於そ極めて高率ゼあると思われた肋膜炎の 肋膜炎獲病後肺結核に移行する迄の期聞は第1

治癒輕快asも實は見かげだけの もので、Pt旦 治癒 第i表

輕快 した と思われた患者の申、数年以内に、ザ約牛

撒は肺結核 を磯病 し、ミ分の一が死亡するという

事實は、肋膜炎の治療上、3く、膝結核の豫防上、

看過出來ない重要な事柄である◎然 るに・肋膜炎

の遠隔豫後に封する肋膜炎の休養期聞の長短に關

する研究は丈獄上殆んど見當 らない◎

余は、か 玉る見地からする臨林統計的研究を北

本助i教授 より課せ られ、昭和19年7月 以後3ヶ

年絵、國立東京療養所に於て撰 し得た肋膜炎後獲

肺結核 宙者に就て、それ等が肋膜炎獲病時にどれ

程の長 さの休養 を行つたかを調査し、それか ら推

して、肋膜炎の休養期聞を如何にすべきかを考慮1)

せんとした・楓 榔 帥 醐 舗 北本助教授に ・ ・硝ii13㍉gx27

より饗 裁 られてV'る ◇ 乙 ・9ケ 月 い}3611・ … グ

第2章 症 例 表 の如 くで
、1ク 月以 内41・7%、3ケ 月以 内66.7

症 例 の選 揮 に 際 して は 、既往 の肋 膜 炎 が確 か に%、5ケ 月以 内80・1%で あ つ て 、1ケ 月 以 内 に

一 次 性 で あ る もの 、從 つ て 、肺 結 榎 に績 焚 した もth肺 結 核 に移 行 す る もの が 最 も多 く、過 孚藪 は3ク
へ

のを選び、且、それが明らかに滲嵐性であつたも 月以内に・大多数は孚年以内に肺結核に移行 して
'
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お り、肋膜炎獲病後孚年以内は肺結核に移行する

危瞼i率が大である。然 しなが ら、孚年を越えるも

のが199%も あ り、而 も、療養 しなが ら1年9ク

月後に肺結核に移行 した ものが1例 あることは、

注 目に値することで、肋膜炎焚病後2年 以内で も

安心出來な㌧～ 藤

第2節 肋膜炎b:一一旦治癒輕快 して仕事

に從事した後膝結核を畿病 した

ものに就て

休養期簡の短いものか ら順に排列すると第2表

第2表
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91,9〃

の如 くで 、3ケ 月 以 内33・3%、6ケ 月 以 内56.9

%、1年 以 内81.9%で あつ て 、 三 分 の 一・が3ケ

月 以 内 、過 牛籔 が 梁 年 以 内 、大 多 歎 が1年 以 内で
さ

休養を中止 してV・る。當内科敬室の松本道也學士

が川 口市で行つた集團検診の結果によると、その

際肋膜炎治癒輕快後3年 以上健康であるものが19

名あつたが、その中休養期間6ク 月未満のものが

6名C孔0%)、6ケ 月以上の ものが13名(76.0

%で あつたという◎これに比すると、肋膜炎叢肺

結核患者に於ては励膜炎の休養期聞が著 しく短 く
2)一 、

不充分なことが分 る◎紛、淺山は、肺に結核病巣
り

を認めない肋膜炎患者57名 を3年 後に再槍査 し

たところ、肺結核 を績護 しているものが10.5%あ

つたが、その大部分は朋膜炎治療期聞6ケ 月未滞

の もので、治療不充分な爲であろ うと述 べ て い

・ る。 齢

休養期闘6ケ 月以内の もの、1年 以内のもの 、

1年6ク 月以内の もの、2年 以内のもの、2年 を

越えるものに分けて、その各群に就て肋膜炎獲病

後何年 以内に肺結核を畿病しているか を示せぱ、
ゆ

第3表 の如 くである。全膿的に見て、肋膜炎襲病

後5年 以内に肺結核を畿病 した ものが、76・4%、
も

で、大多鍛であ砂ぐ而 も、5年 以内の各年の=獲病

3表
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著激と5年 を越える各年の獲病者籔 とを比較する

と格段の相違がある◎ こ製に極端な例を暴げるな

らぱくそれは余の症初の中からも?湯 に見嵩され

るのであるが、肋膜炎治療1ケ 月の後治癒輕快し

て仕薩に從事 したところ、その3朋 肺結喀を畿病

した ものと、同 じく肋膜炎治療1ケ 月の後治癒軽

挟して、その後すつと健康であつた ものが、17年

後に肺結核を畿病した ものとでは、等しく肋膜炎

後蛮肺結核といつて も、後者の場含、結核の再燃

と見るが、或は、結核の再感染を認めるがを別問

題として、兎に角、少 しく意味を異にするもので

あろう。その繭者の境界を、余は、肋膜炎嶺 病後

5年 のところに置いてよいのではなV・か と考 え

る◎か くして第3表 を眺めて見 ると、休養期間2

年以内のものでは肋膜炎嚢病後5年 以内に肺結核

を頚病したものが大多数であるに反 し、休養期醐

2年 を越 えるものにはそれが ユ例 もない◎以上の

ことは、肋膜炎の治療に際し、肋膜炎叢 病後2年

聞は休養する必要のあること、5年 開は留學的な
3)

監硯が必要であることを示している6Gdlは 、滲

翫性肋膜炎獲病後孚年乃至1年 牟の剖検例では、

術、肋膜に乾酪物質を含む厚い肉芽経織を認める

に反し、2乃 至3年 後の ものでは硲子様腓豚が認

められるのみで、結核性攣化の漕失しているのを

卿 19

ポ

認めたと述べているが、之のことか ら、肋膜炎の

結核性攣化の漕退には少 くも1年 孕乃至2年 を要

すζものと考えられ・余の統計の結果 と憎 致 し

て、興味が深い◎ 触

第3章 結 語 鷲

余は、肺結核患者にして既往に一次性滲崩性肋

喋炎に罹患 した ことのあろもの1q8例 に就て、そ

れ等が肋膜炎登病時にどれ程の長 さの休養を行つ

たか を調ボ し、それから推して、肋膜炎の休養期

開に關 し次の績論 を得た◎_.

囎(1)肋 膜炎の療養中そのまx肺 結核に移行し

た もの36例 大多敏(8α1%)が 肋膜炎畿病後{1奔

以内に肺結核に移行 してお り、肋膜炎が一旦治癒 、

軽快 して仕事に從事 した後肺結核を焚病 した もの
72例 中過孚藪(569%)が 休養期間学年以内の も

のであつて、肋膜炎獲病後肇年は厳格なる療養が

必要である◇

(2)肋 膜炎の療養中そのまx肺 結核に移行Lk

たものの巾肋膜炎嚢病後'{養年を越えて肺結核に移

行したものが199%も あ り、而 も、as療養 しなが
　 ゼ

ち1年9ケ 月後 に 肺結 核 に移 行 した もの が1例 あ

る こ とは 、肋 膜 炎獲 病 後2年 以 内ei$油断 出 來 なh

こ と を示 して お り・ 父 、肋 膜 炎 が 一・旦治癒 輕 快 し

∴.
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て仕事に從事 した後肺結核を焚病 した ものの中休

.聲期闇2年 以内の ものでは肋膜炎畿病後5年 以内

に肺結核 を畿病 した ものが大多数であるに反 し、

休養期間2年 を越えるものには少 くとも今同集計

の範園ではそれが11例 もない◎それ故、肋膜炎嚢

病後2年 醐は休養する事が重要である。

(3)肋 膜炎が一旦治癒輕快 して仕事に從事し

た後肺結核を獲病した ものの中肋膜炎嚢病後5年

以内に肺結核 を嚢病 した ものが大多歎(76・4%)で

あ り・而 も、5年 以内の各年の爽病者数 と5年 を

越える各年の焚病者籔 とを比較すると格段の相違

・が あつ て
、 肋膜 炎 焚 病 後5年 間 は 儲 學的 な 監覗 が

必 要 で あ る。.,・ ・
蕃

欄筆す5に 臨み御懇篤なる御指導と御校閲とを賜わ

りたる恩飾坂口名轡教授、沖中教授及び北本助教授に
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.蚤 所長砂原博士に深謝する。 ・
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結核蔚培養 に於 ける資材節約 に關す る研究

第一 報 培 養 基 に就 いて …一 一其 の一幽

き の

財團法入 結核豫防會結核研究所(所長 硬部英雄)

小 川 辰 次

r緒 ,論

・ 結核菌の培養に瀾する研究に於て、ここ二三年

來、鶏卵が不足してきた。このこまは猫逸に於て
1)

も見 られる◎自IJちBrun◎Albrecht(194わ はHo

hnの 第四培地の鶏卵を、牛孚し蛋白馨品で一部代

用 して よい成績をあげている。又我が國に於て も
2)3)" .

占部、山田氏、増田氏の培地静約の考案がある。

余等 も資材を節約することを考案 し、その一部は、

昭和17年 、第20同 日本結核病學會総會、昭和

M8年 第21同 日本結核病學會総會の席上で畿表し

たが、その後の研究 も、合せてここに畿表する。

II.實 験 方 法

4)

周片倉培地が鶏卵培地では、簡輩で、しか も稜

育が良いことがあかつたので、種々の試作培地 を

作 り、喀疾の培養により岡片倉培地と上ヒ較L、 之

に匹敵するもの を試作培地中に爽見することに努

めた。即 ち4多 の硫酸水を喀湊の10倍 量加え・

30分 室濃に放置し、1分 闇3000廻 韓の 遠 心器

で、10分 聞遠心沈澱 し、その沈澄を1白 金耳宛

培養、ee封蝋 して37GCの 艀卵器に入れ、時々検査

して、陽牲牽、聚落の嚢見する迄の日鍛、雑菌侵

入率及びその後の獲育の様子を、2ケ 月に鉦つて

比較観察 した◇

III・ 實 験 成 績

'　 (1)稀 繹培地

ノ

先す從來の鶏卵培地の組成を見ると、鶏卵と基

汁との比が2:1・ 乃至は4:6の 割合になつてい

るが、この基汁が もつと多 くなつた らどうか?

即ち鶏卵の濃度が、もつ と稀澤された場合にはど

うかと思い、種 々貴験した結果、岡片倉培地の揚

合は、鶏卵と基汁との比が5:4で も、 本來の岡

片倉培地との間には何等の差異 も無いことを知つ

た◎ しかし、之ではい くらにあ飾約に`妻な らな

ひ。

(2)再 生培地

二・旦使用 した鶏珈培地は・何 まかして再び倖用

することが萬來るようにならない ものか?そ れ

で先す喀湊培養に使用した増地の中で、結核菌も
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